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概要

・ 柳田國男は、1920年代にエスペラントの実
践と宣伝に熱心に関わり、エスペラントを通し
て言語や国際交流に関わる多くの体験をした。
この体験が彼の学問・思想に及ぼした影響に
ついては、これまで十分に考察されていない。

・ エスペラントを考慮に入れることによって、柳
田の人間関係についての理解を一歩進めるこ
とができるであろう。
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１． はじめに

『河北新報』1924(大正13)年4月17日
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１． はじめに

それからもう一つ、エスペラントづいて帰国し
ましたね。トランプや切手でないときには、夕
食後みんなにエスペラントを教えてくれるんで
す。めいめい単語帳をつくれといってね。単語
だけ教えてくれるんです。文法などはあとに
なって自分で勉強しました。……

大正十三年ごろで、私の小学生のころです。

柳田為正「父を語る」
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１． はじめに

柳田家家族写真

1926
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2． 1924年4月16日仙台講話

La Revuo Orienta

1924.6

(日本エスペラント学会の月刊

機関誌 以下、ROと略す)
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2． 1924年4月16日仙台講話

RO 1924.2
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2． 1924年4月16日仙台講話

RO 1924.5
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2． 1924年4月16日仙台講話

エスペラント平和デー記念絵葉書 1 (1924.4.30)
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2． 1924年4月16日仙台講話

エスペラント平和デー記念絵葉書 2 (1924.4.30)
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2． 1924年4月16日仙台講話

同胞倶楽部発会式記念絵葉書 (1924.6.28)
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2． 1924年4月16日仙台講話
(吉野作造とエスペラント)

吉野作造「『明治事物起原』を読んで」 (『新旧時代』1926.12)
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2． 1924年4月16日仙台講話
(吉野作造とエスペラント)

「世界普通語エスペラントー」『新人』(1903.5)

吉野作造による無署名記事
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2． 1924年4月16日仙台講話
(吉野作造とエスペラント)

吉野作造日記 1919

5.31 午後エスペラント普及講演会に出席して一場の演説す 夜燕楽軒に
開かれたるその会の招宴に臨む

6.1 此日より改めて露西亜語とエスペラント語との復習を始む

6.10 朝の中雑用を済ましエスペラントとロシア語の例規の研究をやる

7.17 此頃はエスペラントとロシア語とをやつている 我ながら相当に進歩
しつゝ ありと思ふ

7.21 朝一寸エスペラント講習会に出席す 会館にてやる
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2． 1924年4月16日仙台講話
(吉野作造とエスペラント)

Sakuzo Yoshino.  New Thought in Japan
“The Japan Advertiser”  1920.4.2

Since last summer some of us 
have been  getting together with 
the Korean and Chinese students, ...
... some of the Japanese students 
have begun to feel that to ask these 
students to adopt our language ...
isn’t treating them on a basis of equality. ...

So there has been an effort to
get a language in which they can 
converse on an absolutely equal 
basis.  Since September they have 
been meeting once a week studying 
Esperanto ...
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３．柳田のエスペラント活動

同じうそをつくなら美しくつきたいといふやう
な人〻も若干は此大事業にまじりをり候 日
本の人ハ多くはそれさへも出来不申 欧羅巴
人は依然として日本のことは何も知不申候
エスペラントの運動を起すの必要あるかと存
申候 秋田君とでも相談し君も是非書けるやう
になり置かれんことをのぞミ申候

1921年9月18日づけ佐々木喜善宛て葉書
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３．柳田のエスペラント活動

佐々木喜善 (1886～1933) 秋田雨雀 (1883～1962)
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３．柳田のエスペラント活動

RO 1921.11

藤沢親雄の報告
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３．柳田のエスペラント活動

東京朝日新聞 1922.1.21
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３．柳田のエスペラント活動

RO 1922.3
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３．柳田のエスペラント活動

「大正十一年日記」 1922年

1月5日 エスペラントの小阪君[ママ]来 [小坂狷二 おさか・けんじ 写真上]
1月7日 鉄道院に行き、小阪にあふ
1月8日 ニトベさんのエスペラント報文をよみ了る
1月9日 小阪君来 午後何盛三君来、アパナ[ママ] エスペラント セルボのことを相談

[が・もりぞう 写真下]
1月12日 日本倶楽部小村広田の二君にエスペラントのことをたのむ
1月14日 …何盛三君同上[i.e. 来]
1月20日 何君より手紙、返事す
1月23日 午後外務省にゆく 広田君にあふ 何君も来合されエスペラントセルボのことをたのむ
1月25日 エスペラントの会 学士会 夜エスペラントの会、久しぶりに小野俊一君にあふ
1月30日 四方堂にてエスペラントの本をかふ
2月13日 かへりに青年館にてエスペラント会員に話
4月10日 東宮御所に参り国際連盟の話申上
4月11日 何盛三君来
4月14日 外務省情報部にてエスペラントの話をする
4月22日 東京講話会、工業クラブ 小阪君のエスペラントの話あり
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３．柳田のエスペラント活動

1922年1月25日、学士会館での柳田

帰朝歓迎会の報告記事

夕食会参加50人以上

国際連盟での活動と議会への請願に

関する話の聴講者80名

RO 1922.2
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３．柳田のエスペラント活動

イギリス皇太子エドワード(のち「王冠を賭けた

恋」で退位するエドワード8世)の訪日時の各国

外交官謁見の際、摂政宮(のちの昭和天皇) が

フィンランド公使ラムステットに日本での講演に

ついて質問した。ラムステットが講演ではエスペ

ラントで話すと答えたのに対して、摂政は「エス

ペラントでなさいますのですか。エスペラントと云う

言葉はたいそうやさしい語だそうでございますね」

RO 1922.5
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３．柳田のエスペラント活動

RO 1922.5 「我が熱心なる宣伝者柳田國男氏」
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３．柳田のエスペラント活動

エスペラント学習

「大正十一年日記」 1922年

5月7日 2度目の渡欧のため東京発

5月15日 エスペラントの稽古 …香港へ二三二哩

5月20日 エスペラントを勉強す

6月2日 狂言記をよむ、エスペラントも

6月５日 ザメンホフ伝をよむ

6月12日 スエズ着 6月13日 ポートサイド入港
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３．柳田のエスペラント活動

「瑞西日記」 1922年

7月7日 成城学校の小原君にエスペラントの論文を郵送す。

8月30日 …プリバ博士に逢ふ

9月30日 プリバ博士より電話

10月2日 夜プリバ博士を訪ふ。エスペラントのことに就いて相談。

10月20日 藤井君のエスペラントの稽古を傍聴す

10月27日 エスペラントの会を家にて開く ジョルジアの代表といふ人も来る。自
分は沖縄のことを話す。

11月6日 けふよりエスペラントの練習を始める。マダムウマンスキーといふ老
女が来る。オデッサからの亡命客。

11月21日 ウエアの書記ヤコブ君から手紙。
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３．柳田のエスペラント活動

「瑞西日記」 1922年 続き

11月23日 ステロの会合に行く、プリバのエスペラント演説を聴く。

11月24日 帰りにウエアの事務所に行く。

12月1日 ブーヸエー女史の家のエスペラントの会、藤沢君の話あり。

12月6日 荒井農相にエスペラントの事につき手紙を書く。

12月7日 日本の商業会議所へ、ベネチヤのエスペラント会議の案内状を取次
ぐ。…ステロの集会に行く。

12月16日 ザメンホフの誕辰記念会に出席。いろ／＼の人とあふ。エスペラント
で話を始めたがうまく行かず。夜遅く帰る。

12月30日 ウマンスキー刀自夕食に来る。けふでエスペラントの稽古を終わる。
伯林に行くといふから本を買う金二十フランを預ける。
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３．柳田のエスペラント活動

1922年11月8日づけ佐々木喜善宛て葉書

… エスペラントももう四五日前から始めて
見ました いゝ字引が手に入つたら江刺話の
二三節を訳して見やうとおもつてゐます …



30

３．柳田のエスペラント活動

1922年12月9日づけ佐々木喜善宛て封書

エスペラントのザメンホフ誕生記念日も此十五日です、
十六日の土曜日に集会があります こゝには三百人ほど
居ります 私が入つてゐる、ステロ(星)といふのが中心で
す、 … ステロの会員には貧乏な人が多く、多くは又婦
人です。私の先生はシニヨリノウマンスキ、オデッサ生れ
の婦人です フランス語と両方の教授で生活して来た人で
す、年ハ私くらゐで文章は中〻上手です
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３．柳田のエスペラント活動

1923年1月7日づけ佐々木喜善宛て封書

エスペラントで物がかけるやうに早く御なりなさい、単
に文法のミならず此語に於てハ「簡単」、「明瞭」且つ「よい
響」といふことを非常に重ずるやうです 重ずるといふより
も之を規則にしてゐるやうです 私の尤も敬服してゐる文
章ハジュネブの若い学者「プリベ」[ママ]といふ人のザメン
ホフ伝です 日本で手に入らぬやうなら今に送つてあげま
しやう 私は「エスペラント」の方から日本の文章道をも改
良し得るとさへおもつてゐます



32

３．柳田のエスペラント活動

RO 1923.7

Cf. 1923年4月3日づけ佐々木喜善宛て葉書

ヴェネチヤのエスペラントの会を傍聴にきました。

遠い小さい国〻の人と話してゐます 伯林の書店

が出張してゐましたから三四種の本を送らせます

不用になつたら皆同志者に分けてやつて下さい

Cf. 田中正明編『柳田國男の絵葉書

家族にあてた二七〇通』昌文社, 2005.
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３．柳田のエスペラント活動

1923年6月16日づけ佐々木喜善宛て封書

写真を取るのが大儀だから之をあげます 宅にある外には之が一枚しか
無いのです。四月の四日にヴェネチヤでうつしました 場所は世界で尤もうつ
くしいサンマルコ大寺の門前で仲間は皆エスペランチストです 右の大きいの
がチェッコスロバキヤの人ロマダ他の二青年はハンガリヤ人、二人の姉妹は
此町の娘です。エスペラント大会の特志案内役でした 今になつては夢のや
うな記念です
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３．柳田のエスペラント活動

Por la komerca helpa lingvo internacia

Dokumentoj de la internacia konferenco

de komercaj ĉambroj, specimenaj foiroj

Ekonomiaj organizaĵoj kaj turismaj 

Oficejoj kunveninta en Venezia 2-4

Aprilo 1923

44pp.
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３．柳田のエスペラント活動

Esperanto (U.E.A) 1923.7

Cf. 『年譜』1923.5.24

エスペラントの会で日本の話をする。
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３．柳田のエスペラント活動

RO 1926.10

第14回日本エスペラント大会

9.24-26 於東京市青山 日本青年館

…次いで柳田國男氏登壇議長就任の

挨拶をせられ議長席につかる。…こゝで
柳田名議長はこれらをうまくさばいて次の

やうな決議をすることを満場にとうて満場

一致で可決して紛糾した問題は解決した。

19時過やつと食卓の用意ができたので

一同着席食事が始まり杯の数を重ねる

に随つてエスペラントの雰囲気が濃密の

度をましてくる。…次いで柳田國男氏が

立つて日本の同志の大同団結を慫慂さ

れた。
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4．柳田をとりまくエスペランティストたち

守随一 (しゅずい・はじめ)

1904～1944.1.15
東大経済学部在学中の1925～28年

新人会で活動、卒業後は矢内原忠雄研

究室助手、武蔵高校講師など。父が柳田

と一高の同級で、十代のころから柳田の

許に出入りしており、木曜会や山村生活

調査に参加し、『民間伝承』等の編集発

行を担った。1938年末には満鉄調査部

へ入り大連へ赴くが、いわゆる満鉄事件

で検挙され、事実上の獄死を遂げた。
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4．柳田をとりまくエスペランティストたち

守随一 「陸前気仙郡の村組織と磯の利用」

柳田國男編『海村調査報告 (第一回)』

民間伝承の会, 1938

数回同地方を襲つた大海嘯の損害と、

それによる変化を考慮に入れなければ

ならないが、…

採集手帖 : 沿海地方用 4 宮城県本吉郡大島村

/ 岩手県気仙郡綾里･越喜来･吉浜村

ページ102 枚 サイズ16cm

採集日:昭和12.7.23～8.23 著者自筆採集記録

成城大学 民俗学研究所柳田文庫蔵
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4．柳田をとりまくエスペランティストたち

守随一 (しゅずい・はじめ)

1904～1944.1.15

エスペラントは成蹊中学時代に成蹊学園創立者

中村春二から指導を受け、浦和高校在学中にエス

ペラント会を創立して代表として活躍する。秋田雨雀

の戯曲「骸骨の舞跳」をエスペラント訳し、他の作品と

ともに秋田の渡欧記念として1927年に日本エスペ

ラント学会から刊行した。関東大震災後の朝鮮人虐

殺への抗議をテーマとするこの作品は1930年に巴金

により中国語に重訳される。1926～38年に日本エ

スペラント学会評議員を務めた。
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4．柳田をとりまくエスペランティストたち

無関係： 水野葉舟？ （遠野物語）
周作人 (遠野物語)
梅棹忠夫 (民族学)

柳田へ影響?： 伊波普猷 (沖縄学)
柳田へ影響： 藤沢親雄 （国際連盟）
相互に影響?： 小野俊一 (郷土会、動物学)

秋田雨雀 (イプセン会)
吉野作造 （朝日新聞社）
ラムステット (民族学)
守随一
比嘉春潮 (南島談話会、木曜会)
島袋盛敏 （南島談話会、成城学園）
井上万寿蔵 (国際観光局)
石黒修 (国語学)

柳田から影響： 佐々木喜善 (遠野物語)
土岐善麿 (朝日新聞社、国文学)
小原国芳 （成城学園）
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５． 終わりに

・ 柳田國男は、1920年代にエスペラントの実
践と宣伝に熱心に関わり、エスペラントを通し
て言語や国際交流に関わる多くの体験をした。
この体験が彼の学問・思想に及ぼした影響に
ついては、これまで十分に考察されていない。

・ エスペラントを考慮に入れることによって、柳
田の人間関係についての理解を一歩進めるこ
とができるであろう。
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エスペラントづいた柳田国男 後藤 斉

ご清聴

ありがとうございました。


